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区間［kT,（k + 1）T）におけるデューティ比をμk（k = 0,1, 2,…）とおく。また、スイッチ Sが ONに
切り替わる時刻 kTにおける状態変数（キャパシタ電圧 v、インダクタ電流 i）を xk、OFFに切り替わ
る時刻（k+μk）Tにおける状態変数をξkとおく。現実の素子に即して（各種損失抵抗に加え）ダイオー
ドの立ち上がり電圧 ED を考慮したもとで、2つの等価回路から、ξk = A1（μk）xk + B1（μk）Vin および
xk + 1 = A2（μk）ξk + B2（μk）Vin + B'2（μk）ED という関係が得られる。これらからξkを消去し、スイッ







いる。μkから wkおよび xkから zk への簡単な変換（平行移動）を通して得られた双線形モデルを
zk + 1 = A*zk + B（zk）wk（wkに関して明らかに 1次式で，B（zk）も zkの 1次式：双線形） （1）
と表すとき（A* は安定な定数行列になる）、正定行列 Qを与えたもとでのリアプノフ方程式 P =（A*）
TPA*+Qの解 Pと正数 rのもとで、以下の非線形制御則の妥当性が証明されている。
　　　　B（zk）TPA*zk
wk =－─　→ これをμkに逆変換 → 0 侑μk 侑 1 を満たすように飽和動作 （2）
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Solid lines: | SDD21|, Broken lines: |SDC21|


































参考文献：Ryo Okamoto and Shigeki Takeuchi, “Experimental demonstration of a quantum shutter 



































従来の Pt/NiO/Pt 積層構造では、電圧印加により 1つの急激な低抵抗化（フォーミング）が起こり















［1］H. Sasakura et al., Appl. Phys. Lett. 107, 233510 （2015）. 
［2］Y. Nishi et al., J. Appl. Phys. 120, 115308 （2016）. 
図 1　Pt/NiO/Pt 積層構造の 2つのフォーミング特性縦
軸を (a) 対数電流 および (b) コンダクタンスで表示




































図 1：(a) FET 動作前および (b) 動作後における
C8-BTBT薄膜をチャネルとするOFETの表面電位像
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［文献］杉本, 新熊, `` ユーザ間の通信機会の時間特性の評価手法," 信学技報, MoNA, 2016 年 11 月.
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全地球測位システム（Global Positioning System: GPS）は高度約 20200kmにある GPS 衛星からの電
波を用いる測位システムである。GPS は航空機ナビゲーションの利用が始まっており、現在開発中の自
動車の自動運転の重要技術でもある。GPS は、2周波数を利用することで電離圏中の電波伝搬に伴う測
位のずれを補正する。即ち、周波の電波遅延の差から伝搬路の全電子数（Total Electron Consistent: 
















わゆる PC LINUXを用いてデータ取得から解析終了までを 5分以下とすることに成功した。
現在は 3次元トモグラフィー解析を利用するための研究を進めている。ひとつは、電子航法研究所が
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